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１．はじめに

高ホウ化物結晶は高硬度・高融点の特性をもつため、ダイヤモンドやｃBN 等の高硬度材

料の代替材として利用できる。こうした結晶はダイヤモンド同様高温高圧条件下で合成す

るのが一般的であったが、研究センターにおいて、雰囲気炉を用いたアルミニウムフラッ

クス法で合成する簡便な作製法を開発した。この方法を用いた高ホウ化物 AlMgB1 4 結晶の

合成については H18 年度当センター研究発表で報告をした。本研究では、AlMgB1 4 結晶と比

べ硬さは同等で脆くなく、切削、研磨の加工部材や砥粒などへの実用化利用が期待される

γ－ AlB 1 2 高ホウ化物結晶の合成、開発を目指した。

２．実験方法

アルゴンガス雰囲気炉中で、アル

ミナルツボを用いてアルミニウムフ

ラックス法（アルミニウムを融剤と

して利用する結晶合成法）により高

ホウ化物であるγ－ AlB 1 2を効率良く

作製するための条件（原料調合条件

、溶融温度、溶融時間、昇・降温速

度、結晶析出条件）を調べた。（図1

）アルミニウムフラックスと結晶の固

まりから塩酸により結晶を分離し、結

晶の同定、結晶サイズ、収率につい

て調べ、特性試験（耐熱性、硬度、

耐化学性）を行い生成析出結晶の評 図１ アルミニウムフラックス法

価をおこなった。

表１ 高ホウ化物合成結果

３．結果・考察

原料調合組成を検討し、

高温アルゴンガス雰囲気中

でアルミニウム融液から

0.5～ 2.0mmサ イ ズ 程度の

γ － AlB 1 2 結晶の合成析出

条件を調べることができ、

γ － AlB 1 2 結晶の同定、結

晶相の量比並びに結晶サイ

ズが明らかになった。これ

を表1に示す。目的外結晶（副結晶α-AlB1 2 及びAlMgB 1 4）の生成をマグネシウムの割合と

溶融条件により少なくし、90％以上が目的のγ－ AlB 1 2 結晶となる作製合成条件を明らか

にした。γ－ AlB 1 2 結晶の硬度は23GPaであった。

４．まとめ

γ－ AlB 1 2 結晶による砥粒や加工部材として利用するための実用化に移行できる基礎デ

ータを蓄積することができた。しかし、結晶サイズの分布が広がっており、製品への利用

方法によっては検討課題が残った。
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